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研究計画内容 【研究背景】  

 近年、グローバル化の進展によって、国際貿易や投資が活発化し、各国の経済はより

密接に結びついてきた。しかし、関税の引き上げや人種問題、格差拡大による反グロー

バル化が問題視されている。特に、低所得層や中間層の雇用不安・所得停滞が深刻化し

ている。その一方でグローバル化の進展は国や地域によって影響が異なり、産業構造の

変化や雇用の不安化を通じて所得格差を拡大させる可能性もある。 

 

【研究内容】  

本研究では、発展途上国におけるジニ係数と貿易開放度の関係を明らかにするために、

2000 年代のパネルデータを用いた実証分析を行う。被説明変数をジニ係数とし、主な説

明変数として貿易開放度を設定する。また、経済成長率、教育水準、失業率などの要因も

加え、各変数が所得格差にどの程度影響を与えるかを比較検証する。 

分析手法としては固定効果モデルを用い、国ごとの特性や時系列的変化を考慮すること

で、貿易開放度が格差の拡大または縮小に与える影響をより正確に推定することを目的と

する。 

 

【期待される効果】  

本研究により、発展途上国における所得格差の形成要因が定量的に明らかになり、特に貿

易開放度が格差に与える影響の方向性を把握できると期待される。また、教育や雇用など

の他の経済要因との比較を通じて、経済成長と格差是正を両立させる政策立案に向けた示

唆を得ることができる。既存研究との比較を行うことで、近年のグローバル化が発展途上

国の所得分配に及ぼす影響を再評価する新たな知見を提示できると考えられる。 
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